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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第１四半期連結
累計期間

第44期
第１四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 6,257,284 6,826,235 28,138,761

経常利益又は経常損失（△）（千円） △215,326 △24,114 673,160

四半期純損失（△）又は当期純利益（千

円）
△140,936 △11,879 332,461

四半期包括利益又は包括利益（千円） △138,302 △11,588 387,553

純資産額（千円） 4,709,037 5,147,533 5,234,151

総資産額（千円） 11,092,000 11,814,833 13,090,839

１株当たり四半期純損失（△）又は１株

当たり当期純利益（円）
△22.19 △1.87 52.36

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） 38.5 39.5 36.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等（消費税及び地方消費税をいう、以下同じ）は含まれておりません。

３．第43期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．第43期第１四半期連結累計期間及び第44期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第43期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社３社、以下同じ）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間のわが国の経済は、東日本大震災による経済活動の低下や福島原発事故等に伴う電

力供給問題の発生に加え、円高の進行等もあり、先行きは依然として不透明な状況となっております。　 

　当情報サービス産業界においても、景況感の悪化に伴う顧客のＩＴ投資の抑制が懸念されております。

　当社グループは、このような事業環境のなか、営業機能の強化を図り受注活動に注力したこと、前年同期に比べ

情報処理サービス事業及びシステム開発事業において操業度が向上したこと等により、売上高は増加し、68億26

百万円（前年同期比9.1％増）となり、利益は前年同期から改善し、営業損失28百万円、経常損失24百万円、四半期

純損失11百万円となりました。（前年同期は、売上高62億57百万円、営業損失２億16百万円、経常損失２億15百万

円、四半期純損失１億40百万円。）

　

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

〔情報処理サービス事業〕

　当事業は操業度の向上により、売上高は16億41百万円（前年同期比4.5％増）、営業損失は18百万円（前年同期

営業損失１億３百万円）となりました。

〔システム開発事業〕

　当事業は主要顧客における大型開発案件の継続等が寄与し操業度が向上したことにより、売上高は25億50百万

円（前年同期比12.1％増）、営業利益は99百万円（前年同期営業利益30百万円）となりました。

〔システム機器販売事業〕

　当事業は主要顧客等からの受注が増加し、売上高は26億34百万円（前年同期比9.3％増）、営業損失は１億９百

万円（前年同期営業損失１億16百万円）となりました。

 　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、19百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,840,000

計 23,840,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,355,000 6,355,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 6,355,000 6,355,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日

～

平成23年６月30日　

－ 6,355,000 － 685,927 － 250,015

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式 　 　6,000 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式  6,344,000 6,344 －

単元未満株式 　普通株式 　 　5,000 － －

発行済株式総数 6,355,000 － －

総株主の議決権 － 6,344 －

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社菱友システムズ
東京都港区高輪二丁目19番

13号
6,000 － 6,000 0.09

計 － 6,000 － 6,000 0.09

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社菱友システムズ(E04995)

四半期報告書

 6/14



１　【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,192,415 1,375,040

受取手形及び売掛金 6,156,584 4,108,966

商品 220,962 323,441

仕掛品 405,904 697,734

その他 1,461,567 1,648,528

貸倒引当金 △12,684 △8,787

流動資産合計 9,424,750 8,144,923

固定資産

有形固定資産 1,498,331 1,482,744

無形固定資産 251,719 250,452

投資その他の資産

繰延税金資産 1,358,195 1,358,613

その他 557,843 578,098

投資その他の資産合計 1,916,038 1,936,712

固定資産合計 3,666,089 3,669,909

資産合計 13,090,839 11,814,833

負債の部

流動負債

買掛金 1,490,918 1,001,133

未払費用 2,115,267 1,367,167

未払法人税等 207,296 15,430

工事損失引当金 149,785 105,742

その他 471,058 713,186

流動負債合計 4,434,325 3,202,659

固定負債

退職給付引当金 3,246,234 3,294,493

役員退職慰労引当金 100,414 103,526

その他 75,714 66,619

固定負債合計 3,422,362 3,464,639

負債合計 7,856,688 6,667,299

純資産の部

株主資本

資本金 685,927 685,927

資本剰余金 250,015 250,015

利益剰余金 4,238,662 4,163,295

自己株式 △3,953 △3,953

株主資本合計 5,170,650 5,095,283

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,245 4,636

土地再評価差額金 △427,720 △427,720

その他の包括利益累計額合計 △422,474 △423,083

少数株主持分 485,975 475,333

純資産合計 5,234,151 5,147,533

負債純資産合計 13,090,839 11,814,833
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 6,257,284 6,826,235

売上原価 5,409,044 5,891,188

売上総利益 848,240 935,047

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 532,988 490,771

その他 531,774 472,545

販売費及び一般管理費合計 1,064,762 963,316

営業損失（△） △216,522 △28,269

営業外収益

受取利息 643 645

受取配当金 603 1,675

助成金収入 － 2,361

その他 － 7

営業外収益合計 1,246 4,690

営業外費用

支払利息 － 128

固定資産除却損 32 406

為替差損 18 －

営業外費用合計 50 535

経常損失（△） △215,326 △24,114

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,848 －

特別利益合計 3,848 －

税金等調整前四半期純損失（△） △211,478 △24,114

法人税等 △78,503 △13,134

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △132,975 △10,980

少数株主利益 7,961 899

四半期純損失（△） △140,936 △11,879
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △132,975 △10,980

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,327 △608

その他の包括利益合計 △5,327 △608

四半期包括利益 △138,302 △11,588

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △146,264 △12,488

少数株主に係る四半期包括利益 7,961 899
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費　　　　　　　　　　　54,165千円 減価償却費　　　　　　　　　　　53,751千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月28日

取締役会
普通株式 31,756 5 平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月28日

取締役会
普通株式 63,487 10平成23年３月31日平成23年６月21日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

 
情報処理サー
ビス事業

システム開発
事業

システム機器
販売事業

計
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額　
（注）２　

売上高                         

　(1)外部顧客に対する売上高 1,571,519　 2,274,400　 2,411,363　 6,257,284　 －　 6,257,284　

　(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－　 －　 37,897　 37,897　 △37,897　 －　

計 1,571,5192,274,4002,449,2616,295,181  △37,897  6,257,284

セグメント利益又は損失（△）    △103,758   30,021   △116,053  △189,790△26,732  △216,522

（注）１．セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

 
情報処理サー
ビス事業

システム開発
事業

システム機器
販売事業

計
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額　
（注）２　

売上高                         

　(1)外部顧客に対する売上高 1,641,503　 2,550,129　 2,634,602　 6,826,235　 －　 6,826,235　

　(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
11,091　 －　 37,693　 48,785　 △48,785　 －　

計 1,652,5952,550,1292,672,2956,875,021  △48,785  6,826,235

セグメント利益又は損失（△）    △18,260   99,454   △109,463  △28,269 －   △28,269

（注）１．セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △22円19銭 △1円87銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失（△）（千円） △140,936 △11,879

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △140,936 △11,879

普通株式の期中平均株式数（株） 6,350,699 6,348,734

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　当社は、当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間終了後当四半期報告書提出日までの間に、配当に

ついての取締役会決議を行っております。その内容については、「１　四半期連結財務諸表　注記事項（株主資本等関

係）」に記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

株式会社菱友システムズ

取締役社長　　富田　敏德　殿

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田村　保広　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　一郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥田　穣司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社菱友システ

ムズの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社菱友システムズ及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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